大伴家持と 『暦』  ―― 「年内立春」 と春景 ―― by 佐藤 隆
一は
じ
め
に
近
年
、
東
茂
美
氏
の
『
万
葉
集
の
春
夏
秋
冬
古
代
の
暦
で
楽
し
む
(
１)』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
書
に
触
発
さ
れ
て
、
万
葉
時
代
に
『
暦』
と
関
わ
る
歌
を
大
観
す
る
と
、
特
に
家
持
は
｢
立
夏｣
や
ハ
ル
タ
ツ
の
語
を
用
い
、『
暦』
か
ら
得
た
知
識
を
和
歌
に
反
映
さ
せ
作
歌
し
て
い
る
。
そ
こ
で
家
持
た
ち
の
、
日
々
の
暦
日
意
識
(
２)
や
季
節
(
二
十
四
節
気)
に
関
わ
る
節
月
意
識
と
作
品
と
の
有
り
様
を
見
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
『
古
今
和
歌
集』
は
、
巻
第
一
｢
春
歌
上｣
の
巻
頭
歌
と
し
て
、
ふ
る
年
に
春
た
ち
け
る
日
よ
め
る
在
原
元
方
年
の
う
ち
に
春
は
来
に
け
り
ひ
と
と
せ
を
去こ
年ぞ
と
や
い
は
む
今
年
こ
と
し
と
や
い
は
む
(
１
一)
の
十
二
月
中
に
立
春
が
来
た
年
内
立
春
の
和
歌
を
載
せ
、
二
首
目
に
は
、
春
た
ち
け
る
日
よ
め
る
紀
貫
之
袖
ひ
ぢ
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立
つ
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
ん
(
１
二)
の
新
年
に
な
っ
て
か
ら
の
立
春
の
歌
を
載
せ
て
い
る
。
編
纂
に
お
い
て
『
暦』
を
意
識
し
時
間
軸
を
基
準
に
、
そ
の
年
の
う
ち
の
｢
年
内
立
春｣
、
そ
し
て
｢
新
年
立
春｣
と
続
け
て
歌
集
を
始
め
て
い
る
。
『
万
葉
集』
に
も
｢
年
内
立
春｣
に
注
目
し
た
歌
が
あ
る
。
家
持
た
ち
に
よ
る
天
平
勝
宝
九
(
七
五
七)
歳
の
｢
十
二
月
十
八
日
に
、
大だい
監けん
9
大
伴
家
持
と
『
暦』
｢
年
内
立
春｣
と
春
景
佐
藤
隆
物もつ
三
形
王
の
宅
に
し
て
宴
す
る
歌
三
首｣
(

四
四
八
八
〜
九
〇)
｢
二
十
三
日
に
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人
の
宅
に
し
て
宴
す
る
歌
一
首｣
(

四
四
九
二)
の
二
作
品
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
群
が
生
ま
れ
た
年
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
天
平
勝
宝
七
(
七
五
五)
年
の
一
月
に
唐
風
に
重
き
を
置
く
藤
原
仲
麻
呂
ら
に
よ
っ
て
、
唐
が
｢
年｣
を
｢
載｣
に
改
め
た
こ
と
に
追
随
し
、
｢
年｣
か
ら
｢
歳｣
と
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
｢
載｣
が
天
平
勝
宝
九
(
七
五
七)
歳
の
八
月
に
天
平
宝
字
と
改
元
さ
れ
る
と
、｢
歳｣
も
｢
年｣
に
戻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
暦
の
大
枠
で
あ
る
｢
年｣
の
記
載
に
関
心
を
持
つ
年
が
、
天
平
宝
字
元
(
七
五
七)
年
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
年
の
家
持
は
、
三
形
王
宅
と
大
原
今
城
宅
の
両
歌
群
の
何
れ
の
中
に
も
｢
ハ
ル
タ
タ
バ｣
｢
ハ
ル
タ
チ
ヌ｣
の
語
を
用
い
、｢
年
内
立
春｣
に
深
い
関
心
を
示
し
て
創
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
詩
的
感
興
の
様
子
に
迫
っ
て
み
る
。
な
お
、
家
持
の
春
を
詠
出
す
る
作
品
と
し
て
は
、
春
愁
三
首
と
か
絶
唱
三
首
と
か
呼
ば
れ
る
、
天
平
勝
宝
五
(
七
五
三)
年
二
月
の
有
名
な
作
品
(

四
二
九
〇
〜
九
二)
と
左
注
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
春
の
春
景
の
中
で
詠
出
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
春
景
を
詠
出
し
た
作
品
と
し
て
視
野
に
入
れ
て
お
く
。
二
万
葉
時
代
の『
暦』
『
日
本
書
紀』
に
は
、
｢『
卜
書
・
暦れき
本ほん
・
種
々
の
薬
物
、
付
送
れ』
と
の
た
ま
ふ｣
(
欽
明

年
(
五
五
三)
６
月)
｢
百
済
の
僧
観
く
わ
ん
勒ろく
来
り
。
仍
り
て
暦
本
と
天
文
・
地
理
の
書
、
并
せ
て
遁
甲
・
方
術
の
書
を
貢
る
。｣(
推
古

年
(
六
〇
二)

月)
の
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
く
か
ら
外
来
の
暦
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
万
葉
時
代
に
使
用
さ
れ
た
暦
と
し
て
は
、｢
元げん
嘉か
暦｣
｢
具ぐ
注
ち
ゆ
う
暦｣
｢
儀ぎ
鳳ほう
暦｣
｢
大たい
衍えん
暦｣
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
｢
元げん
嘉か
暦｣
は
、
宋
の
何か
承
し
よ
う
天てん
の
作
っ
た
暦
で
、
６
世
紀
頃
百
済
か
ら
伝
え
ら
れ
た
宋
の
時
代
の
中
国
暦
で
、
持
統
朝
ま
で
用
い
ら
れ
た
。
｢
具ぐ
注
ち
ゆ
う
暦｣
は
、
元
嘉
暦
を
基
に
作
ら
れ
た
暦
。
持
統
朝
に
始
ま
り
、
平
安
時
代
に
広
く
用
い
ら
れ
た
漢
文
の
暦
本
。
暦
日
の
下
に
歳
位
・
星
宿
・
干え
支と
・
吉
凶
な
ど
が
詳
し
く
注
記
し
て
あ
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
10
日
ご
と
に
二
、
三
行
の
余
白
を
設
け
て
あ
る
の
で
、
日
記
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
｢
儀ぎ
鳳ほう
暦｣
は
、
唐
の
李り
淳
じ
ゆ
ん
風ぷう
が
作
っ
た
、
唐
の
時
代
の
中
国
暦
で
あ
る
。『
日
本
書
紀』
持
統
４
(
六
九
〇)
年

月
に
｢
始
め
て
元
嘉
暦
と
儀
鳳
暦
と
を
行
ふ
。｣
と
あ
る
。
｢
大たい
衍えん
暦｣
は
、
中
国
暦
で
天
平
宝
字
７
(
七
六
三)
年
か
ら
平
安
時
代
(
八
六
一
年)
ま
で
使
わ
れ
た
。『
続
日
本
紀』
天
平
宝
字
７
(
七
六
三)
年
八
月
に
｢
儀
鳳
暦
を
廃
め
て
始
め
て
大たい
衍えん
暦
を
用
ゐ
る
。｣
と
あ
る
。
特
に
具
注
暦
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
持
統
三
(
六
八
九)
年
の
具
注
歴
が
出
土
(
３)
し
て
い
る
。
藤
原
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
奈
良
時
代
の
官
人
た
ち
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
家
持
た
ち
後
期
奈
良
時
代
の
人
々
は
、
元
嘉
暦
や
儀
鳳
暦
と
と
も
に
日
常
的
に
は
お
そ
ら
く
具
注
暦
に
よ
っ
て
『
暦』
に
従
っ
た
日
常
生
活
を
し
、
天
平
宝
字
元
(
七
五
七)
年
に
は
｢
年
内
立
春｣
を
体
験
し
、
和
歌
を
詠
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
家
持
の
暦
日
意
識
と
季
節
意
識
の
概
観
で
は
、
家
持
が
万
葉
時
代
の
後
期
に
お
い
て
、『
暦』
を
ど
の
様
に
取
り
込
み
作
歌
し
て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
家
持
の
初
期
の
青
春
時
代
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
時
代
は
相
聞
歌
世
界
と
と
も
に
四
季
の
特
に
秋
に
関
心
を
持
ち
、
｢
秋｣
(
８
一
五
六
六
〜
六
九)
(
８
一
五
九
七
〜
九
九)
｢
七
夕
歌｣
(

三
九
〇
〇)
｢
秋
風｣
｢
秋
の
夜
長｣
(
３
四
六
二)
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
が
見
ら
れ
る
。『
暦』
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
は
不
明
で
あ
る
が
、
季
節
感
を
発
揮
し
独
自
の
季
節
観
の
中
で
作
品
を
創
作
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
恭
仁
京
時
代
に
入
る
と
、
天
平
十
三
(
七
四
一)
年
四
月
三
日
に
、
橙たう
橘きつ
初
め
て
咲
き
、
霍
公
鳥
ほ
と
と
ぎ
す
飜かけ
り
嚶な
く
。
こ
の
時
候
に
対むか
ひ
、

あ
に
志
を
暢の
べ
ざ
ら
め
や
。
因よ
り
て
三
首
の
短
歌
を
作
り
、
以
て
欝うつ
結けつ
の
緒
こ
こ
ろ
を
散
ら
さ
ま
く
の
み
。
あ
し
ひ
き
の
山
辺
に
居
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
木こ
の
間
立
ち
潜く
き
鳴
か
ぬ
日
は
な
し
(

三
九
一
一)
11
ほ
と
と
ぎ
す
何
の
心
そ
橘
の
玉
貫
く
月
し
来
鳴
き
と
よ
む
る
(

三
九
一
二)
ほ
と
と
ぎ
す
楝
あ
ふ
ち
の
枝
に
行
き
て
居
ば
花
は
散
ら
む
な
玉
と
見
る
ま
で
(

三
九
一
三)
右
、
四
月
三
日
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
禰
家
持
、
久
邇
京
よ
り
弟
書
持
に
報
へ
送
る
。
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
題
詞
に
よ
れ
ば
、
初
夏
の
時
候
に
特
別
の
興
味
を
覚
え
て
の
作
品
で
あ
る
。
家
持
は
題
詞
に
記
す
よ
う
に
、｢
橙
橘｣
か
ら
初
夏
の
景
物
で
あ
る
橘
の
香
り
の
高
い
白
い
花
と
、
や
は
り
初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
鳥
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
か
ら
、
初
夏
の
時
候
(
季
節)
に
興
味
を
感
じ
、
そ
の
時
候
の
世
界
を
中
心
と
し
た
和
歌
を
創
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鬱
結
し
た
心
を
晴
ら
す
と
し
て
い
る
。
こ
の
家
持
の
心
境
の
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
『
詩
経』
の
詩
論
(
４)
に
影
響
が
あ
り
、
鬱
結
し
た
心
は
和
歌
で
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
歌
論
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
付
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
家
持
は
、
弟
書
持
と
と
も
に
盛
ん
に
作
品
交
流
を
す
る
。
こ
の
三
首
も
前
日
二
日
の
書
持
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
詠
に
応
え
た
作
品
で
あ
っ
た
。
家
持
は
書
持
と
の
文
芸
交
流
の
中
で
、
花
の
橘
と
鳥
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
軸
に
初
夏
の
時
候
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
次
に
越
中
守
時
代
を
み
る
こ
と
に
す
る
、
家
持
は
天
平
十
九
(
七
四
七)
年
に
は
、
春
の
年
中
行
事
で
あ
る
｢
上
巳｣
(
三
月
三
日)
に
特
別
の
関
心
を
示
し
て
い
る
。
大
伴
池
主
と
積
極
的
に
交
流
を
始
め
た
家
持
は
、『
暦』
の
暦
日
に
よ
っ
て
登
場
す
る
｢
上
巳｣
を
意
識
的
に
捉
え
、｢
上
巳｣
を
め
ぐ
る
多
く
の
意
欲
的
な
作
品
(

三
九
六
五
〜
七
七)
を
残
し
て
い
る
。
当
時
の
官
人
た
ち
が
利
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
『
荊
楚
歳
時
記
(
５)』
の
影
響
も
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
天
平
十
九
(
七
四
七)
年
の
初
夏
に
近
づ
く
と
、
天
平
十
三
(
七
四
一)
年
と
同
様
に
橘
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
関
わ
り
な
が
ら
再
度
初
夏
に
関
心
を
持
つ
。
そ
し
て
自
然
界
の
季
節
と
関
わ
る
『
暦』
上
の
二
十
四
節
気
、
そ
の
節
月
知
識
で
あ
る
｢
立
夏｣
に
対
し
て
も
明
確
に
意
識
し
た
作
品
が
登
場
す
る
。
立
夏
四
月
、
既
に
累るい
日じつ
を
経
ぬ
る
に
、
由なほ
し
未
だ
霍
公
鳥
ほ
と
と
ぎ
す
の
喧な
く
を
聞
か
ず
。
因
り
て
作
る
恨
み
の
歌
二
首
あ
し
ひ
き
の
山
も
近
き
を
ほ
と
と
ぎ
す
月
立
つ
ま
で
に
な
に
か
来
鳴
か
ぬ
(

三
九
八
三)
玉
に
貫
く
花
橘
を
乏とも
し
み
し
こ
の
我
が
里
に
来
鳴
か
ず
あ
る
ら
し
(

三
九
八
四)
霍
公
鳥
は
、
立
夏
の
日
に
、
来
鳴
く
こ
と
必ひつ
定
ぢ
や
う
な
り
。
12
ま
た
越
中
の
風
土
は
、
橙たう
橘きつ
の
あ
る
こ
と
希まれ
ら
な
り
。
こ
れ
に
因
り
て
、
大
伴
宿
禰
家
持
懐
こ
こ
ろ
に
感
発
し
て
、
聊
い
さ
さ
か
に
こ
の
歌
を
裁つく
る
。
三
月
二
十
九
日
で
あ
る
。
題
詞
に
｢
立
夏｣
の
語
を
記
し
作
品
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
｢
立
夏｣
を
過
ぎ
て
も
、
ま
だ
来
て
鳴
な
か
な
い
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
恨
み
な
が
ら
橙
橘
と
と
も
に
詠
出
す
る
。
暦
上
の
節
月
の
｢
立
夏｣
に
こ
だ
わ
り
、｢
月
立
つ
ま
で
に｣
と
表
現
し
た
作
品
で
あ
る
が
、
家
持
の
関
心
の
中
心
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
で
あ
る
。
そ
こ
に
共
に
あ
る
べ
き
薫
り
高
く
薬
玉
と
し
て
緒
に
貫
く
花
橘
を
添
え
、
さ
ら
に
そ
こ
に
節
月
の
｢
立
夏｣
の
世
界
を
加
え
て
の
詠
出
で
あ
る
。
前
述
の
恭
仁
京
時
代
の
天
平
十
三
年
四
月
の
作
品
と
同
種
の
趣
向
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
恭
仁
京
時
代
の
漠
然
と
し
た
初
夏
の
｢
時
候｣
で
は
な
く
、
暦
上
の
節
月
の
｢
立
夏｣
に
こ
だ
わ
っ
て
の
作
品
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
題
詞
で
は
｢
立
夏
四
月｣
と
す
る
が
、
左
注
で
は
｢
三
月
二
十
九
日｣
と
注
を
加
え
て
い
る
。
暦
上
の
暦
日
で
は
｢
三
月
二
十
九
日｣
で
あ
る
が
、
す
で
に
節
月
の
｢
立
夏｣
が
訪
れ
た
こ
と
を
作
品
に
明
示
し
て
、
暦
日
と
節
月
の
世
界
を
意
識
的
に
捉
え
た
世
界
を
演
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
年
の
立
夏
は
三
月
二
十
五
日
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
立
夏
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
橋
本
達
雄
氏
が
『
萬
葉
集
全
注』
の
【
考
(
６)
】
で
晩
春
説
と
立
夏
説
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
、
家
持
が
日
本
の
現
実
に
合
わ
せ
て
、
立
夏
に
鳴
き
始
め
る
と
し
た
と
し
て
い
る
。
｢
立
夏｣
に
関
わ
る
作
品
は
、
翌
年
の
天
平
二
十
(
七
四
八)
年
に
も
登
場
し
て
い
る
。
四
月
一
日
に
、
掾
久
米
朝
臣
広
縄
が
館
に
宴
す
る
歌
四
首
卯
の
花
の
咲
く
月
立
ち
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
来
鳴
き
と
よ
め
よ
含ふふ
み
た
り
と
も
(

四
〇
六
六)
右
の
一
首
、
守
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。
二
上
の
山
に
隠
れ
る
ほ
と
と
ぎ
す
今
も
鳴
か
ぬ
か
君
に
聞
か
せ
む
(

四
〇
六
七)
右
の
一
首
、
遊あ
行そ
女び
婦め
土はに
師し
作
る
。
居を
り
明
か
し
も
今
夜
こ
よ
ひ
は
飲
ま
む
ほ
と
と
ぎ
す
明
け
む
朝
あ
し
た
は
鳴
き
渡
ら
む
そ
〈
二
日
は
立
夏
の
節
に
応
る
。
故
に
明
け
む
旦
に
喧
か
む
と
い
ふ
〉｣
(

四
〇
六
八)
右
の
一
首
、
守
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。
明
日
よ
り
は
継
ぎ
て
聞
こ
え
む
ほ
と
と
ぎ
す
一
夜
の
か
ら
に
恋
ひ
渡
る
か
も
(

四
〇
六
九)
右
の
一
首
、
羽
咋
郡
の
擬ぎ
主しゆ
帳
ち
や
う
能の
登と
臣おみ
乙おと
美み
が
作
13
の
掾
久
米
広
縄
館
に
お
け
る
宴
歌
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々
の
作
品
に
や
は
り
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
登
場
し
て
い
る
。
暦
日
の
四
月
一
日
と
な
り
、
初
夏
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
館
に
鳴
き
渡
る
こ
と
を
熱
望
し
て
の
宴
で
あ
っ
た
。
天
平
二
十
年
の
｢
立
夏｣
は
、
家
持
が
自
身
の
作
品
に
注
と
し
て
｢
二
日
は
立
夏
の
節
に
応
る
。
故
に
明
け
む
旦
に
喧
か
む
と
い
ふ｣
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
翌
日
の
二
日
に
訪
れ
て
い
る
。
家
持
は
、
宴
の
開
か
れ
た
一
日
に
翌
日
の
二
日
に
訪
れ
る
暦
の
節
月
で
あ
る
｢
立
夏｣
を
強
く
意
識
し
、
そ
の
世
界
を
取
り
入
れ
て
｢
卯
の
花
の
咲
く
月
立
ち
ぬ｣
と
詠
み
、｢
ほ
と
と
ぎ
す
明
け
む
朝
あ
し
た
は
鳴
き
渡
ら
む
そ｣
と
詠
む
の
で
あ
る
。
家
持
は
、
自
然
界
の
初
夏
の
季
節
を
告
げ
る
鳥
で
あ
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
詠
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
四
月
二
日
が
節
月
の
｢
立
夏｣
で
あ
る
と
い
う
暦
上
の
知
識
に
関
心
を
持
ち
、｢
立
夏｣
の
世
界
も
同
時
に
取
り
込
み
詠
出
し
て
い
る
。
知
識
上
の
観
念
世
界
と
自
然
界
の
現
実
世
界
と
の
共
演
と
も
言
え
よ
う
。
越
中
守
時
代
も
終
盤
に
近
づ
い
た
天
平
勝
宝
二
(
七
五
〇)
年
、
家
持
は
さ
ら
に
｢
立
夏｣
に
関
わ
る
作
品
を
残
し
て
い
る
。
二
十
四
日
は
立
夏
四
月
の
節
に
応あた
る
。
こ
れ
に
因よ
り
て
二
十
三
日
の
暮
ゆ
う
へ
に
、
忽
た
ち
ま
ち
に
霍
公
鳥
の
暁
あ
か
と
きに
喧な
か
む
声
を
思
ひ
て
作
る
歌
二
首
常
人
も
起
き
つ
つ
聞
く
そ
ほ
と
と
ぎ
す
こ
の
暁
に
来
鳴
く
初
声
(

四
一
七
一)
ほ
と
と
ぎ
す
来
鳴
き
と
よ
め
ば
草
取
ら
む
花
橘
を
や
ど
に
は
植
ゑ
ず
て
(

四
一
七
二)
の
作
品
を
詠
出
し
、
後
日
、
更
に
霍
公
鳥
の
哢
く
こ
と
晩
き
を
恨
む
る
歌
三
首(
内
一
首)
月
立
ち
し
日
よ
り
招
き
つ
つ
う
ち
偲
ひ
待
て
ど
来
鳴
か
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
か
も
(

四
一
九
六)
と
｢
題
詞｣
に
｢
二
十
四
日
は
立
夏
四
月｣
と
記
し
、『
暦』
の
暦
日
意
識
と
節
月
意
識
を
明
確
に
意
識
し
、
歌
に
｢
月
立
ち
し
日｣
と
表
現
し
て
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
詠
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
青
木
生
子
氏
は
『
全
注
十
九』
に
お
い
て
の
【
考
】
に
て
、
三
首
の
最
後
に
あ
る
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
待
つ
心
を
、
暦
の
上
の
季
節
感
に
即
し
な
が
ら
、
そ
の
期
待
に
反
す
る
怨
み
を
述
べ
る
こ
と
で
全
体
を
結
ん
で
い
る
。
と
し
て
い
る
。｢
暦
の
上
の
季
節
感
に
即
し
な
が
ら
、｣
と
い
う
指
摘
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
現
実
世
界
と
暦
上
の
想
像
世
界
と
の
中
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
家
持
の
恭
仁
京
時
代
か
ら
越
中
守
時
代
の
終
盤
ま
で
を
通
観
し
て
み
る
と
、
家
持
は
現
実
の
自
然
界
か
ら
生
じ
る
季
節
の
推
移
を
敏
感
に
捉
え
る
と
と
も
に
、『
暦』
に
示
さ
れ
た
暦
日
か
ら
年
中
行
事
で
あ
る
｢
上
巳｣
に
興
味
を
持
ち
、
さ
ら
に
『
暦』
か
ら
節
月
の
｢
立
夏｣
の
世
界
に
も
深
い
興
味
を
持
ち
、
和
歌
作
品
を
詠
出
し
て
い
る
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
家
持
が
初
夏
や
立
夏
に
深
い
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
弟
書
持
か
ら
始
ま
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
詠
の
存
在
が
大
き
く
働
い
て
い
る
。
四
｢
月
立
つ｣
か
ら｢
春
立
つ｣
家
持
が
｢
立
夏｣
の
作
品
に
用
い
た
表
記
は
、
題
詞
や
注
記
か
ら
｢
立
夏｣
と
判
断
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ナ
ツ
タ
ツ
や
ナ
ツ
タ
チ
ヌ
等
の
表
現
は
用
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
表
現
さ
れ
た
語
は
、
四
季
の
語
を
含
ま
な
い
｢
ツ
キ
タ
ツ｣
(

三
九
八
三)
、｢
ツ
キ
タ
ツ
ヌ｣
(

四
〇
六
六)
、｢
ツ
キ
タ
チ
シ｣
(

四
一
九
六)
で
あ
っ
た
。
な
お
、｢
月
＋
立
つ｣
の
表
現
は
集
中
八
例
(
７)
あ
る
。
こ
こ
で
、
年
間
の
｢
春
・
夏
・
秋
・
冬｣
に
広
げ
て
、
万
葉
集
全
体
の
関
連
す
る
和
歌
表
現
を
確
認
す
る
と
、
春
＋
立
つ
(
４
例)
｢
ハ
ル
タ
ツ｣
(

一
八
一
二)
、｢
ハ
ル
タ
チ
ヌ｣
(

一
八
一
九)
、｢
ハ
ル
タ
タ
バ｣
(

四
四
九
〇)
、｢
ハ
ル
タ
チ
ヌ｣
(

四
四
九
二)
※
春
＋
来
る
、
春
＋
に
な
る
等
が
多
い
。
夏
＋
立
つ
(
０
例)
秋
＋
立
つ
(
６
例)
｢
ア
キ
タ
テ
バ｣
(
１
三
八)
、｢
ア
キ
タ
テ
バ｣
(
２
一
九
六)
、
｢
ア
キ
タ
チ
テ｣
(
８
一
五
五
五)
、｢
ア
キ
タ
タ
ズ｣
(

一
九
六
五)
、｢
ア
キ
タ
ツ｣
(

二
〇
〇
〇)
、｢
ア
キ
タ
ツ｣
(

四
四
八
五)
冬
＋
立
つ
(
０
例)
と
な
る
。｢
春｣
や
｢
秋｣
に
は
、
立
(
タ
ツ)
を
加
え
た
複
合
語
の
表
現
が
存
在
す
る
が
、｢
夏｣
や
｢
冬｣
に
は
そ
れ
ら
の
語
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
複
合
語
の
表
現
が
存
在
す
る
｢
春｣
や
｢
秋｣
の
用
例
の
中
で
、
暦
上
の
節
月
の
｢
立
春｣
や
｢
立
秋｣
の
意
味
で
明
確
に
用
い
ら
れ
た
例
は
僅
か
で
、｢
春｣
で
は
｢
ハ
ル
タ
タ
バ｣
(

四
四
九
〇)
｢
ハ
ル
タ
チ
ヌ｣
(

四
四
九
二)
だ
け
で
あ
り
、｢
秋｣
で
は
｢
ア
キ
タ
チ
テ｣
(
８
一
五
五
五)
が
そ
の
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
15
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
表
現
を
用
い
た
作
者
の
問
題
で
あ
る
。
集
中
の
作
者
全
体
の
中
で
、
暦
上
の
暦
日
と
と
も
に
節
月
の
｢
立
春｣
｢
立
夏｣
｢
立
秋｣
｢
立
冬｣
に
関
わ
っ
て
表
現
し
て
い
る
の
は
、
家
持
た
だ
一
人
だ
け
で
あ
る
。
掲
載
作
品
数
の
問
題
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
家
持
だ
け
が
暦
上
の
節
月
の
｢
立
夏｣
と
｢
立
春｣
に
強
い
関
心
を
持
ち
、｢
立
夏｣
関
わ
っ
て
｢
ツ
キ
タ
ツ
・
ツ
キ
タ
チ
ヌ
・
ツ
キ
タ
チ
シ｣
と
表
現
し
、｢
立
春｣
に
関
わ
っ
て
｢
ハ
ル
タ
タ
バ
・
ハ
ル
タ
チ
ヌ｣
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
家
持
が
『
暦』
か
ら
得
た
暦
日
や
節
月
の
知
識
を
活
用
し
、
そ
れ
を
和
歌
世
界
に
取
り
込
む
手
法
に
注
目
し
た
い
。
な
お
、｢
年
内
立
春｣
に
注
目
し
た
論
で
は
な
い
が
、
漢
語
｢
立｣
と
和
語
タ
ツ
と
の
間
に
は
相
違
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
和
語
ハ
ル
タ
ツ
や
ア
キ
タ
ツ
の
成
立
に
言
及
し
た
新
井
栄
蔵
氏
の
早
く
総
体
的
な
論
(
８)
が
あ
る
。
五
｢
年
内
立
春｣
歌
さ
て
、｢
立
春｣
に
関
わ
っ
て
｢
ハ
ル
タ
タ
バ｣
｢
ハ
ル
タ
チ
ヌ｣
と
表
現
し
た
家
持
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
暦
日
と
節
月
の
矛
盾
か
ら
生
じ
た
｢
年
内
立
春｣
を
詠
出
し
た
作
品
中
に
あ
る
。
月
の
変
化
と
関
わ
る
暦
日
と
は
別
に
、
太
陽
の
黄
道
に
着
目
し
定
め
ら
れ
た
｢
冬
至｣
と
｢
春
分｣
の
中
間
に
あ
り
、
一
年
の
最
初
の
春
を
意
味
す
る
｢
立
春｣
は
、｢
立
春｣
｢
立
夏｣
｢
立
秋｣
｢
立
冬｣
の
中
で
特
別
な
存
在
で
あ
る
。｢
立
春｣
は
｢
年
内
立
春｣
あ
る
い
は
｢
新
年
立
春｣
と
し
て
も
生
じ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
一
年
の
全
体
の
始
め
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
年
内
に
早
く
訪
れ
る
｢
年
内
立
春｣
は
、『
暦』
上
で
の
特
殊
な
存
在
で
あ
る
。『
暦』
に
関
心
を
持
つ
家
持
は
、
特
別
な
意
識
を
持
っ
て
受
け
止
め
、｢
年
内
立
春｣
歌
は
詠
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
当
該
歌
の
｢
年
内
立
春｣
歌
は
、
十
二
月
十
八
日
に
、
大だい
監けん
物もつ
三
形
王
の
宅
に
し
て
宴
す
る
歌
三
首
み
雪
降
る
冬
は
今
日
の
み
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
か
む
春
へ
は
明
日
に
し
あ
る
ら
し
右
の
一
首
、
主
人
あ
ろ
じ
三
形
王
(

四
四
八
八)
う
ち
な
び
く
春
を
近
み
か
ぬ
ば
た
ま
の
今
夜
の
月
夜
霞
み
た
る
ら
む
(

四
四
八
九)
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右
の
一
首
、
大
蔵
大
輔
甘かむ
南な
備びの
伊
香
い
か
ご
真ま
人ひと
あ
ら
た
ま
の
年
行ゆ
き
反がへ
り
春
立
た
ば
ま
づ
我
が
や
ど
に
う
ぐ
ひ
す
は
鳴
け
(

四
四
九
〇)
右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持
大
き
海
の
水みな
底そこ
深
く
思
ひ
つ
つ
裳も
引び
き
平なら
し
し
菅すが
原はら
の
里
(

四
四
九
一)
右
の
一
首
、
藤
原
宿
奈
麻
呂
朝
臣
の
妻め
石
川
女
郎
、
愛
を
薄
く
し
離
別
せ
ら
れ
、
悲
し
び
恨
み
て
作
る
歌
な
り
。
年
月
未
詳
な
り
。
(
十
二
月)
二
十
三
日
に
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人
の
宅
に
し
て
宴
す
る
歌
一
首
月
数よ
め
ば
い
ま
だ
冬
な
り
し
か
す
が
に
霞
か
す
み
た
な
び
く
春
立
ち
ぬ
と
か
(

四
四
九
二)
右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持
が
作
の
関
連
歌
を
含
む
二
作
品
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
万
葉
時
代
の
終
盤
で
あ
る
天
平
宝
字
元
(
七
五
七)
年
の
、｢
十
二
月
十
八
日｣
に
三
形
王
宅
で
詠
出
さ
れ
た
作
品
と
、｢
二
十
三
日｣
に
大
原
今
城
宅
で
詠
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
か
っ
て
の
｢
立
夏｣
の
作
品
で
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
登
場
し
て
い
た
が
、
こ
の
｢
立
春｣
の
作
品
で
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
か
わ
り
、
ウ
グ
ヒ
ス
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
宴
席
に
参
加
し
た
家
持
た
ち
は
、
十
二
月
の
内
に
訪
れ
た
｢
年
内
立
春｣
を
明
確
に
意
識
し
、｢
年
内
立
春｣
の
訪
れ
る
日
に
、
ウ
グ
ヒ
ス
の
声
も
添
え
て
迎
え
た
い
と
詠
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
持
は
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
二
十
三
日
の
今
城
宅
宴
席
に
お
い
て
も
、｢
霞
た
な
び
く
春
立
ち
ぬ｣
と
詠
出
し
、
再
び
｢
年
内
立
春｣
の
世
界
に
執
着
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
家
持
は
十
八
日
の
三
形
王
宅
宴
席
で
は
、
主
催
者
三
形
王
が
｢
冬
は
今
日
の
み｣
｢
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
か
む
春
へ
は
明
日
に
し
あ
る
ら
し｣
と
表
現
し
、
冬
と
ウ
グ
ヒ
ス
と
｢
立
春｣
に
よ
っ
て
詠
出
し
た
世
界
を
受
け
て
、
冬
か
ら
年
が
変
わ
り
｢
春
立
た
ば｣
｢
う
ぐ
ひ
す
は
鳴
け｣
と
同
趣
の
世
界
を
詠
出
す
る
。
そ
し
て
、
二
十
三
日
の
大
原
今
城
宅
宴
席
で
は
、｢
月
数
め
ば
い
ま
だ
冬
な
り｣
｢
霞
た
な
び
く
春
立
ち
ぬ
と
か｣
と
表
現
し
、
冬
と
霞
と
｢
立
春｣
で
構
成
さ
れ
る
世
界
を
詠
出
し
て
い
る
。二
十
三
日
で
は
ウ
グ
ヒ
ス
は
姿
を
隠
し
、
ひ
た
す
ら
『
暦』
に
よ
る
暦
日
を
数
え
季
節
の
冬
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
節
月
の
｢
立
春｣
、
そ
れ
も
霞
が
た
な
び
く
｢
立
春｣
の
到
来
し
た
世
界
を
詠
出
し
、｢
年
内
立
春｣
の
世
界
を
描
く
。
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ま
た
、
そ
こ
で
は
｢
月
数
め
ば｣
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
語
に
注
目
す
れ
ば
、
家
持
は
｢
具
注
暦｣
な
ど
の
『
暦』
を
実
際
に
利
用
し
、
暦
日
か
ら
得
た
十
二
月
の
｢
冬｣
の
現
実
を
詠
み
、｢
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
く
春
立
ち
ぬ｣
の
語
に
注
目
す
れ
ば
、
や
は
り
暦
上
か
ら
得
た
節
月
の
｢
立
春｣
を
想
起
し
、
両
者
の
季
節
の
ず
れ
を
楽
し
み
、
早
く
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
春
に
遊
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
家
持
は
『
暦』
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
二
つ
の
世
界
を
利
用
し
て
、
新
し
い
和
歌
世
界
を
構
築
し
詠
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
春
景
の
歌
家
持
は
、
十
八
日
に
｢
春
立
た
ば
ま
づ
我
が
や
ど
に
う
ぐ
ひ
す
は
鳴
け｣
と
し
、｢
立
春｣
と
ウ
グ
ヒ
ス
の
鳴
き
声
と
の
強
い
結
び
付
き
の
中
で
春
景
を
詠
出
し
た
が
、
二
十
三
日
に
至
っ
た
作
品
で
は
、
そ
の
ウ
グ
ヒ
ス
の
鳴
き
声
の
世
界
は
春
景
に
お
け
る
自
明
の
こ
と
と
し
て
言
外
に
置
き
、
あ
ら
た
に
｢
霞｣
が
た
な
び
く
｢
立
春｣
世
界
の
到
来
を
詠
出
し
て
い
る
。
家
持
が
こ
の
よ
う
に
｢
霞｣
に
目
を
向
け
｢
霞
た
な
び
く
春
立
ち
ぬ
と
か｣
と
す
る
表
現
に
到
達
す
る
経
緯
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。
家
持
の
霞
た
な
び
く
春
の
世
界
を
詠
出
し
た
作
品
と
し
て
は
、
春
愁
三
首
と
か
絶
唱
三
首
と
か
呼
ば
れ
る
著
名
な
天
平
勝
宝
五
(
七
五
三)
年
二
月
の
、二
十
三
日
に
、
興
に
依
り
て
作
る
歌
二
首
春
の
野
に
霞
た
な
び
き
う
ら
悲
し
こ
の
夕
影
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
(

四
二
九
〇)
我
が
や
ど
の
い
さ
さ
群
竹
吹
く
風
の
音
の
か
そ
け
き
こ
の
夕
か
も
(

四
二
九
一)
二
十
五
日
に
作
る
歌
一
首
う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春
日
に
ひ
ば
り
上
が
り
心
悲
し
も
独
し
思
へ
ば
(

四
二
九
二)
春
日
遅ち
々ち
に
、

う
ぐ

ひ
す
正
に
啼な
く
。
悽せい
惆ちう
の
意
、
歌
に
非
ず
し
て
は
撥
ひ
難
き
の
み
。
仍
り
て
こ
の
歌
を
作
り
、
式もち
て
締てい
緒しよ
を
展
べ
た
り
。
(
以
下
略)
の
作
品
と
左
注
が
想
起
さ
れ
る
。
家
持
は
、
こ
の
三
首
の
第
一
首
目
に
て
｢
春
の
野
に
霞
た
な
び
き｣
｢
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も｣
と
す
る
よ
う
に
、
自
然
界
の
春
の
霞
た
な
び
く
野
と
ウ
グ
ヒ
ス
の
鳴
き
声
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
春
の
野
に
た
な
び
く
霞
を
詠
出
し
た
家
持
は
、
二
年
後
の
天
平
勝
宝
七
(
七
五
五)
歳
三
月
三
日
の
上
巳
の
宴
と
18
推
察
さ
れ
る
折
に
、
ひ
ば
り
上
が
る
春
へ
と
さ
や
に
な
り
ぬ
れ
ば
都
も
見
え
ず
霞
た
な
び
く
(

四
四
三
四)
と
ヒ
バ
リ
と
と
も
に
春
の
霞
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
春
景
の
霞
を
捉
え
て
い
た
家
持
が
、
さ
ら
に
二
年
後
の
天
平
宝
字
元
(
七
五
七)
年
に
｢
年
内
立
春｣
の
日
を
迎
え
た
。
そ
し
て
、
現
実
に
は
ま
だ
訪
れ
な
い
想
像
の
理
想
の
春
景
を
描
く
と
き
、
重
要
要
素
と
し
て
想
起
し
取
り
入
れ
た
世
界
が
霞
た
な
び
く
春
景
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。
な
お
、『
万
葉
集』
に
は
、
暦
上
の
｢
暦
日
立
春｣
と
二
十
四
節
月
よ
る
｢
節
月
立
春｣
と
が
重
な
る
、｢
朔
旦
立
春
(
元
旦
立
春)｣
の
日
に
制
作
さ
れ
た
作
品
が
あ
る
。
有
名
な
巻
二
十
の
最
終
歌
、
三
年
春
正
月
一
日
に
、
因
幡
国
の
庁
に
し
て
、
饗
を
国
郡
の
司
等
に
賜
ふ
宴
の
歌
一
首
新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
し
け
吉
事
(

四
五
一
六)
右
の
一
首
、
守
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。
の
家
持
作
品
で
あ
る
。
万
葉
集
時
代
の
｢
朔
旦
立
春｣
は
、
内
田
正
男
『
日
本
暦
日
原
典』
に
よ
れ
ば
、
大
化
元
(
六
四
五)
年
、
天
武
十
二
(
六
八
三)
年
、
大
宝
二
(
七
〇
二)
年
、
養
老
五
(
七
二
一)
年
、
天
平
十
二
(
七
四
〇)
年
、
天
平
宝
字
三
(
七
五
九)
年
と
さ
れ
て
い
る
。こ
の
慶
事
に
注
目
し
て
早
く
大
浜
真
幸
氏
(
９)
は
、｢
大
伴
家
持
作
『
三
年
春
正
月
一
日』
の
歌
―『
新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の
今
日』
を
め
ぐ
っ
て
―｣
に
お
い
て
、｢
暦
日
立
春｣
と
｢
節
月
立
春｣
と
が
重
な
る
特
別
な
｢
立
春｣
で
あ
る
こ
と
と
、
詠
出
さ
れ
た
｢
今
日｣
｢
雪｣
の
表
現
か
ら
、
め
で
た
さ
の
格
別
に
重
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
釋
注
(
)』
が
、『
日
本
暦
日
原
典』
の
｢
旧
暦
は
平
均
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
元
旦
立
春
に
な
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、｣
を
引
き
な
が
ら
、
食
い
違
い
の
ゆ
え
に
、
年
内
立
春
に
は
興
味
を
感
じ
て
も
、
元
旦
立
春
は
家
持
た
ち
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
し
て
い
る
。
や
は
り
、｢
朔
旦
立
春｣
と
｢
年
内
立
春｣
と
を
比
較
す
る
と
、｢
年
内
立
春｣
が
は
る
か
に
興
味
深
い
出
来
事
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。七
お
わ
り
に
大
伴
家
持
は
、
初
期
の
青
春
時
代
に
は
季
節
感
を
磨
き
、
弟
書
持
と
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と
も
に
初
夏
の
鳥
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
か
ら
初
夏
の
時
候
の
世
界
を
詠
む
。
次
に
越
中
守
時
代
に
入
る
と
、
同
族
大
伴
池
主
と
と
も
に
晩
春
の
年
中
行
事
｢
上
巳｣
の
世
界
に
興
味
を
示
し
多
く
の
作
品
を
制
作
す
る
。
そ
し
て
、｢
立
夏｣
近
く
な
る
と
、
再
び
鳥
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
注
目
し
な
が
ら
｢
立
夏｣
の
和
歌
世
界
へ
傾
斜
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
越
中
守
時
代
の
終
盤
に
入
る
と
、｢
年
内
立
春｣
の
年
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。
家
持
は
、
年
の
内
で
あ
る
の
に
春
が
訪
れ
る
と
言
う
不
思
議
な
知
識
空
間
の
中
に
遊
び
、
や
は
り
鳥
で
は
あ
る
が
春
の
鳥
ウ
グ
ヒ
ス
を
あ
ら
た
に
登
場
さ
せ
、｢
年
内
立
春｣
と
ウ
グ
ヒ
ス
と
に
よ
る
空
想
の
化
想
世
界
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
こ
に
霞
を
加
え
春
霞
の
た
な
び
く
春
景
を
表
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
持
独
自
の
世
界
を
も
獲
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
伴
家
持
は
、『
暦』
に
よ
り
年
内
に
訪
れ
た
節
月
の
｢
立
春｣
の
み
に
注
目
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
あ
わ
せ
て
春
の
鳥
ウ
グ
ヒ
ス
の
鳴
き
声
に
も
注
目
し
、
両
者
を
同
時
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
家
持
は
『
暦』
か
ら
の
時
間
空
間
世
界
と
鳥
か
ら
の
聴
覚
世
界
を
融
合
さ
せ
、
美
し
い
文
雅
の
世
界
を
完
成
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
開
催
さ
れ
た
宴
席
歌
で
は
、
聴
覚
世
界
か
ら
視
覚
世
界
に
進
ん
で
い
る
。
自
身
の
絶
唱
三
首
に
も
用
い
た
｢
春
霞｣
を
加
え
て
、
待
ち
望
む
｢
霞
た
な
び
く
春
景｣
を
仮
想
の
中
で
象
徴
的
に
描
き
｢
年
内
立
春｣
歌
を
成
立
さ
せ
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
論
は
平
成
二
十
六
年
四
月
十
三
日
の
美
夫
君
志
会
四
月
例
会
で
発
表
し
た
論
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
を
愛
し
草
木
を
愛
し
た
森
下
純
昭
教
授
は
、
中
京
大
学
を
本
年
度
に
て
ご
退
職
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
の
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。
注
(
１)
東
茂
美
『
万
葉
集
の
春
夏
秋
冬
古
代
の
暦
で
楽
し
む』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
・
一
一
。
(
２)
暦
日
意
識
に
着
目
し
た
早
い
論
と
し
て
は
、
関
守
次
男
氏
｢
和
歌
の
季
節
感
と
暦
法
意
識｣
｢
山
口
大
學
文
學
會
誌｣
巻

号
―
１
、
一
九
六
四
・
九
・
三
〇
が
あ
る
。
(
３)
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
、
石
神
遺
跡
第

次
調
査
に
お
い
て
出
土
。
(
４)
『
詩
経』
の
詩
論
を
歌
論
と
し
て
発
展
さ
せ
る
。
(
５)
『
荊
楚
歳
時
記』
中
国
、
六
朝
時
代
の
荊
楚
(
現
在
の
湖
北
・
湖
南
省)
地
方
の
年
中
行
事
や
風
俗
を
記
録
し
た
も
の
。
梁
の
宗
懍
の
撰
。
六
世
紀
半
ば
ご
ろ
成
立
。
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(
６)
ほ
と
ぎ
す
と
立
夏
に
つ
い
て
は
、
橋
本
達
雄
氏
『
萬
葉
集
全
注
十
七』
の
三
九
八
三
・
八
四
番
歌
の
【
考
】
に
お
い
て
、｢
ほ
と
ぎ
す
が
立
夏
の
日
に
き
ま
っ
て
鳴
く
と
い
う
の
は
ほ
か
に
も
見
ら
れ
、(
中
略)
当
時
常
識
と
な
っ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
、
家
持
が
と
く
に
吹
聴
し
て
い
る
が
(
下
略)
、
中
国
で
は
普
通
晩
春
(
三
月)
の
鳥
と
す
る
の
が
常
識
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。｣
と
し
、
李
善
注
と
梁
の
宗そう
懍りん
撰
『
荊
楚
歳
時
記』
逸
文
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
青
木
正
兒
氏
の
論
を
紹
介
し
、
中
国
で
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
三
月
に
鳴
き
始
め
る
と
す
る
説
と
、
立
夏
に
鳴
き
始
め
る
と
す
る
説
の
両
説
が
あ
り
、
家
持
は
立
夏
説
に
従
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
(
７)
｢
月｣
＋｢
立
つ｣
の
表
現
作
品
、
８
例
(
８
一
六
二
〇)
(

三
三
二
四)
(

三
六
八
三)
(

三
九
八
三)
(

四
〇
六
六)
(

四
〇
八
九)
(

四
一
九
六)
(

四
四
九
二)
(
８)
新
井
栄
蔵
｢
万
葉
集
季
節
観
攷
―
漢
語
〈
立
春
〉
と
和
語
〈
ハ
ル
タ
ツ
〉―｣
『
萬
葉
集
研
究』
第
五
集
、
一
九
七
六
・
七
。
(
９)
大
浜
真
幸
氏
｢
大
伴
家
持
作
『
三
年
春
正
月
一
日』
の
歌
―『
新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の
今
日』
を
め
ぐ
っ
て
―｣
(『
吉
井
巌
先
生
古
稀
記
念
論
集
日
本
古
典
の
眺
望』)
一
九
九
一
・
三
。
(
)
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
十』
集
英
社
、
一
九
九
八
・
一
二
。
(
文
学
部
教
授)
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